

























出所〉計画目標；《npa聞の 30,0Krn6p!i 1976 r, 20, HoH6p!i 1981 r. 
実演 ；《Hapol¥HOexo四品CTBO》’75, '80，’82，’83年版。


























































































































































7よ9年る年7次月決計定画に I 企1定98業の5判電の気／技カ1年術よ工計り導業画省入予の 1985年同1／年1よ計り導画入
予定の 次
































数量評価指標（A-1, 2, B-2, C-1, F-2) 
効率指標（A-3, B-1, E-3, F-1) 
制約指標（B-4, C-2, D-2) 
質的課題指標（B-5, D-1, E-1, 2) 


































































としての標準純生産物〔HopMaTHBHaHqncTaH rrpo瓦YKU:HH, Normative 
Net Produnct～略して NNP］を，標準純生産高〔HopMaTHBHaHqncTaH 











































































































































全 I* : 
II産 l
場｜外 1





















































五 まで，軽工業，果物缶諸工業9 その他若干の工業部門で HCO指標が適用






























(10), (11）刀e6e~HHCKac 〔09J CTp. 68, 69. 
(12) Jieoe~aHcKac 〔09〕 cTp. 70, KpoToB〔05〕CTp.28. 
52 立教経済学研究第39巻2号（1985年〉
一機械製作省の管轄企業がそれに完全移行し， （途中79年7月決定の「N
























(13) Jle6e瓦HHCKac〔09〕CTp. 70～71. 






















































NN  P =3rrp (1十Ka）十日H,
3rrp；原価計算科目にある生産的労働者の基本的・追加的賃金十




















Vを製造・組立するA, B, C企業が存在し， TVの部品をA企業が生産


















































































































































(6）先の一般公式は， N NP×物量単位での生産量でNNO （標準純生産
高〉を求める際に利用されるのであるが，価値表現でしか計画されえない
生産物（例えば，修理，予備部品〕に対しては，純生産物標準係数を用い













NNP) ＝当該製品のN NP×（当該部品単位あたりの 3rrp／当該製品単

























1 企業卸売価格での生産高 ！日7 440 
2 社会保険控除込みの生産的労働者の基本的・追加的賃金 400 201 70 
3 生産のサーピス・管理に従事する工業生産人員の賃金の
！生標産的労働者の賃金に対す山表わす係数， Ka
I 1. 61 1. 61 1. 61 
4 準純生産高に合められるべき，商品生産物原価におけ
る社会保険控除込みの全従業員の賃金｛第2行×（ 1十I1,0441 5251 183 
Ka)} 
5臨帥実現｝一 I 4751 
6 生産高（第4行＋第5行〉 1,519 
7 物標準係数：
a）計算による（第6行÷第1行〉 I o. 64l l. l~I o. 53 
b）承認されるべき 0. 64 1. 0 0. 53 

































































五 ように，非常に高いことから，シギネビ yナは， Kaが「動態量」である
とし，それを適用したNNPはもはや新卸売価格と関連しなL、と批判し
(20) CeMeHOB [07] cTp. 22. 


















ダンプカー工場（r.HeφTeKaMCK) 0.96 1. 23 1.66 1. 66 
ミティシテンスク機械製作工場 1. 49 1.25 1. 50 1. 50 
オデッサ自動機械工場 0.90 0.80 0.82 0.82 















































































































五生産高〉が，決定的に重要であるとされ，それ戸随して， A-3, B -
1, F-1が重視されるべきであるとL、われる。ここでわかることは，一























































(33) CnrrrHeBH'I〔08]cTp. 65, Kushinirsky〔11〕p.47. 
ソ連型経済メカニズム改警の一手段 67 
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